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山 口 税 務 署 長

西 にし

原 はら

　
勝 かつ

実
み

さ ん

1 9 6 4  年 広 島 県 生 ま れ 、 宇 部 市 在 住 。 山 口
税 務 署 総 務 課 長 、 宇 部 税 務 署 副 署 長 、 広
島 国 税 不 服 審 判 所 審 判 官 、 税 務 大 学 校 広
島 研 修 所 幹 事 な ど を 経 て 、 三 原 税 務 署 長
か ら 現 職 へ 。 休 日 は 、 自 宅 の 草 抜 き や 「 ゆ
っ く り ウ ォ ー キ ン グ 」 を し て 過 ご す 。

8 7 9

　
７ 月

1 0日 付 で 山 口 税 務

署 長 に 着 任 し た 。 ２ ０ １５ 年 に 同 署 の 総 務 課 長 を務 め 、 山 口 署 勤 務 は ２ 度目 。  「 適 正 ・ 公 平 な 課税 ・ 徴 収 の 実 現 に 加 え 、税 務 手 続 き の デ ジ タ ル 化を 推 進 し 、 納 税 者 の 利 便性 向 上 に 努 め る 」 と 抱 負を 語 る 。　
広 島 国 税 局 で は 、 資 料

調 査 課 に 配 属 。 年 間 を 通じ て 行 う 税 務 調 査 と チ ーム ワ ー ク は 「 今 で も 忘 れが た い 」 と 振 り 返 る 。 さら に 、 審 査 請 求 事 件 を 調

査 ・ 審 理 す る 国 税 不 服 審 判所 、 国 税 庁 の 事 務 運 営 の 在り 方 を 検 討 す る 監 督 評 価 官室 等 さ ま ざ ま な 部 署 を 経 験で き た こ と は 「 自 身 に と って 大 き な 財 産 と な っ た 」 と話 す 。　
今 後 も 「 あ ら ゆ る 税 務 手

続 き が 税 務 署 に 行 か ず に でき る 社 会 」 に 向 け て 、 納 税者 サ ー ビ ス の さ ら な る 充 実を 目 指 す 。　
座 右 の 銘 は 「 和 を 以 て 貴

し と な す 」  。 忌 憚 の な い 意見 交 換 が で き る 職 場 環 境 作り に も 重 点 を 置 く 。

展 示 の 様 子

「 塵 」  と は 何 か ？

た 実 家 の 整 理 を し て い る 。 物 に 不 自 由し た 戦 前 戦 後 を 過 ご し た 両 親 は 物 を 捨て て い な い 。 紐 や 包 装 紙 の 類 、 大 小 の磨 き 込 ま れ た 鍋 。 本 、 食 器 、 客 用 布団 、 洋 服 、 ミ シ ン 等 。 母 は 几 帳 面 な 人で 全 て の 物 は 清 潔 に 整 理 し て あ る 。 しか し 、 こ れ 等 は 生 活 様 式 の 違 う 私 に とっ て は ゴ ミ で あ る 。 不 必 要 な の で ゴ ミで あ る 。 で も 、 必 要 な 人 が あ れ ば 、 今す ぐ に 活 用 す る こ と が で き る 物 達 で ある 。 ゴ ミ が 場 を 得 て 必 要 な 品 に な っ てい く の だ 。 が 、 必 要 な 人 を 見 つ け る のは 至 難 の 業 。 誰 の 家 に も 物 は 溢 れ て い

　 「 塵
ご み

」 と は 「 処 分 す べ き

物 。 い ら な い も の 」 と 辞 書に あ る 。 私 は 、 無 人 に な っ

る 。　
と い う こ と で 、 梅 雨 の 合 間 に 業 者

に 頼 み ト ラ ッ ク で 焼 却 場 に 持 っ て 行っ て も ら っ た 。 勿 体 な い と 思 う し 罪悪 感 も あ る 。 人 形 の 白 い 顔 は 恨 め しそ う で あ る し 、 ミ シ ン は 技 術 の な い私 を 責 め る 。 打 ち 直 し を さ れ 真 っ 白の カ バ ー を か け ら れ た 布 団 は 荷 台 の上 で 腹 を く く っ て い る 。　
「 燃 え る ゴ ミ は 諦 め る こ と を 知 っ

て い る 。 捨 て る こ と の た め ら い も 結局 は そ こ に 捨 て る 」 と い う 都 合 の よい 言 葉 を 思 い 出 し て 心 を 整 理 す る 。　
す っ か ら か ん に な っ た 家 は 気 持 ち

良 く 、 さ っ き ま で の た め ら い は ど こへ や ら 、 私 の 心 は 軽 く 華 や い で さ えい る 。 物 に 纏

ま と

わ り つ い て い た 思 い 出

も そ の う ち 忘 れ て し ま う だ ろ う 。

観 覧 料 は 、 大 人 ２ ０ ０円 、 小 中 学 生 １ ０ ０ 円 。　
木 梨 精 一 郎 （ １ ８ ４ ５－

１ ９ １ ０ 年 ） は 、 萩

（ 長 州 ） 藩 の 大 組 士 （ 家
中 の 中 核 を な す 士 ）  ・ 木梨 彦 右 衛 門 （ 椙 原 治 人 ）の 嫡 男 と し て 生 ま れ た 。

　
企 画 展 「 江 戸 無 血 開 城

に 貢 献 し た 官 軍 の 参 謀 〜山 口 市 宮 野 ゆ か り の 男 爵　
木 梨 精 一 郎 」 が 、 十 朋

亭 維 新 館 （ 山 口 市 下 竪 小路 、

☎
０ ８ ３

－

９ ０ ２

－

１ ６ ８ ８ ） で

1 2月

1 6日
　

（ 月 ）  ま で 開 か れ て い る 。

／ 明 治 元 年 ） か ら の 戊 辰戦 争 で は 、 東 海 道 鎮 撫 総督 参 謀 と し て 桑 名 城 （ 三重 県 桑 名 市 ） を 開 城 させ 、 続 い て 江 戸 城 無 血 開城 や 彰 義 隊 討 伐 に 深 く 関わ っ た 。 英 公 使 パ ー ク スと の 会 談 も 、 広 く 知 ら れ

て い る 。 そ し て 、 東 征 大総 督 府 参 謀 補 助 、 奥 羽 追討 総 督 参 謀 、 仙 台 追 討 総軍 監 を 歴 任 し て 戦 功 を 挙げ 、 賞 典 禄 ４ ５ ０ 石 を 下賜 さ れ た 。 維 新 後 は 、 １８ ７ ０ 年 （ 明 治 ３ 年 ） 山口 藩 （ 長 州 藩 ） で 少 参 事と し て 軍 制 改 革 に 携 わり 、 そ の 後 明 治 政 府 に 出仕 。 兵 部 省 （ の ち 陸 軍省 ） の 要 職 を 務 め た 後 、内 務 省 の 官 僚 へ と 転 身 。同 省 で は 、 琉 球 処 分 （ 琉球 王 国 の 廃 止 ・ 沖 縄 県 設置 ） に 関 わ り 、 １ ８ ８ １年 （ 明 治

1 4年 ） に 新 潟 県

大 書 記 官 （ 現 在 の 副 知事 ・ 部 長 に 相 当 ）  、 １ ８８ ４ 年 （ 明 治

1 7年 ） に 長

野 県 令 （ の ち 知 事 ） に 就任 。 １ ８ ８ ９ 年 （ 明 治

2 2

年 ） ま で 長 野 県 知 事 を 務め た 。 そ の 後 元 老 院 議 官や 貴 族 院 議 員 な ど 歴 任 。１ ８ ９ ６ 年 （ 明 治

2 9年 ）

に 男 爵 の 爵 位 を 授 け ら れた 。　
幕 末 の 長 州 藩 で は 、 １

８ ６ ３ 年 （ 文 久 ３ 年 ） に山 口 移 鎮 が 発 表 さ れ 、 萩か ら 山 口 へ と 政 治 の 拠 点が 移 さ れ た 。 そ れ に 合 わせ る よ う に 木 梨 家 も 、 １８ ６ ６ 年 （ 慶 応 ２ 年 ） に山 口 市 宮 野 の 田 畑 と 山 を購 入 し 、 翌 １ ８ ６ ７ 年
（ 慶 応 ３ 年 ） に 移 住 。 現

在 も 、 精 一 郎 の ひ 孫 に あた る 木 梨 恒 寛 さ ん が 管 理し て お り 、 広 大 な 敷 地 内に は 彦 右 衛 門 や 精 一 郎 の墓 所 も 置 か れ て い る 。 ま

た 、 家 の 前 に 広 が る 「 木梨 堤 」 は 、 湖 面 に 群 生 する ス イ レ ン （ 開 花 時 期 は６ 月 中 旬 ご ろ ） で も 有 名だ 。 本 展 は 、 山 口 市 と も縁 の 深 い 精 一 郎 お よ び 木梨 家 の 歴 史 や 業 績 を 、 同家 伝 来 の 資 料 な ど と と もに 振 り 返 る 。　
展 示 内 容 は 、  「 木 梨 邸

図 扁 額 」  「 木 梨 精 一 郎 肖像 画 」  「 勲 二 等 瑞 宝 章 」
「 絹 本 著 色

　
七 卿 落 図 」

「 毛 利 敬 親 書 和 歌 」  「 大 村益 次 郎 宛 木 梨 精 一 郎 書状 」  「 沙 汰 書 （ 東 海 道 鎮撫 総 督 参 謀 仰 付 ）  」  「 勝 安芳 （ 海 舟 ） 書 状 」  「 辞 令（ 任 長 野 県 知 事 ）  」 な ど 。

2 1日  （ 月 ）  ま で が 前 期 、

2 3

日  （ 水 ）  か ら

1 1月

1 8日
　

（ 月 ）  ま で が 中 期 、

1 1月

2 0

日  （ 水 ）  か ら

1 2月

1 6日 ま で

が 後 期 で 、 そ れ ぞ れ 展 示替 え が あ る 。 期 ご と の 展示 は

2 6点 だ 。

　
ま た 、 ６ 日  （ 日 ）  、

1 1月

1 6日  （ 土 ）  、

1 2月 ７ 日

　

（ 土 ）  の 各 午 後 １ 時 半 か らは 、 同 館 学 芸 員 が 展 示 や資 料 に つ い て 解 説 す る「 ギ ャ ラ リ ー ト ー ク 」  （ 無料 、 事 前 申 し 込 み 不 要 ）も あ る 。 特 に

1 1月 は 「 特

別 ギ ャ ラ リ ー ト ー ク 」 とし て 、 木 梨 恒 寛 さ ん も 参加 。  「 質 問 タ イ ム 」 も 設け ら れ る 。　
さ ら に 「 学 芸 員 に よ る

古 文 書 講 座 」 も 、

2 0日

（ 日 ）  と

1 1月

2 3日 （ 土 ・

祝 ） に 開 催 。 時 間 は 午 前
1 0時 半 か ら ２ 時 間 程 度

で 、 参 加 費 は ５ ０ ０ 円（ 観 覧 料 含 む ）  。 企 画 展 の展 示 資 料 を 、 学 芸 員 と とも に 読 み 解 い て い く 。 定員 は 各 ８ 人 で 、 電 話 で の申 し 込 み が 必 要 だ 。

幕 末  ・  明 治 期 に 活 躍木 梨 精  一  郎  ・  木 梨 家 の 企 画 展 を 開 催

十 朋 亭
維 新 館

１ ８ ６３年（ 文 久３ 年 ）の 下 関戦争（ 攘 夷戦 ） に参加し 、 以後 国 事に奔走 。 １８ ６ ８年 （ 慶応 ４ 年

～  １ ２ 月  １ ６ 日
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ほ と ん ど 料 理 を し な い 主 人 が ナ ス が あ る と 自 分 で 焼 い て 『 と く ぢ み

そ （ 麦 す り ） と マ ヨ ネ ー ズ 』 を つ け て 食 べ て い ま す 子 ど も た ち も お 気に 入 り の よ う で 美 味 し い み そ が お 父 さ ん の 得 意 料 理 に し て く れ て い ます 。

�

（ 周 南 市

　
Ｎ ・ Ｅ さ ん ）

　
お に ぎ り に 「 と く ぢ み そ 」 を 塗 っ て 焼 く と 、 ク セ に な る 美 味 し い 焼

き お に ぎ り が で き ま す ！

�

（ 山 口 市

　
Ｆ ・ Ｍ さ ん ）

 組 合 員 さ ん の 声

ポ イ ン ト ①山 口 県 民 の 味 覚 に 合 っ た み そ　
と く ぢ み そ は 、 山 口 県 民 の 嗜 好 に 合

っ た 麦 み そ 。 山 口 県 産 の 麦 を 指 定 し 、防 腐 剤 等 の 添 加 物 を 使 用 せ ず 、 生 協 仕様 に し て 開 発 さ れ た 商 品 で す 。 昔 な がら の 味 わ い を 今 で も 残 す 、 甘 口 タ イ プの 田 舎 風 み そ が 長 年 愛 さ れ 続 け る 秘 訣で す 。ポ イ ン ト ②好 き な 味 わ い を 選 べ る　
麦 す り ・ 麦 つ ぶ ・ 合 わ せ み そ の ３ 種

類 が あ り 、 好 み に 合 わ せ て 選 ぶ こ と がで き る の も 人 気 の ポ イ ン ト で す 。 食 べ比 べ て 、 お 気 に 入 り 探 し て み る の も 楽し い か も

! ?

ポ イ ン ト ③〝 生 き も の 〞 相 手 に ３ ６ ５ 日 の 真 剣 勝 負　
良 い み そ を つ く る に は 、 良 い 麹 を 作

る の が ポ イ ン ト で 、 蒸 し あ が り は 必 ず手 で 確 認 さ れ て い る そ う 。  「 み そ 作 り には 、 自 分 が 納 得 し た 麹 作 り が 大 切 」 です が 、 麹 は 生 き て い る の で 、 環 境 な ど様 々 な 要 素 が 影 響 し 、 今 日 と 同 じ 麹 が明 日 に も で き る と は 限 り ま せ ん 。 苦 労も あ り ま す が 、 そ こ が 面 白 い 点 で も あり ま す 。 と く ぢ み そ こ だ わ り ポ イ ン ト

コ ー プ の こ だ わ り 商 品ほ  っ  と す る ふ る さ と の 味 ！
 

と く ぢ み そ

 １ 行 記 事　 ６ 日 （ 日 ） 、 道 の 駅 き ら ら あ じ す で 建 設 業 の 魅 力 を 伝 え る 「 建 設 フ ェ ス 」 。 午 前 １ ０ 時 か ら と 正 午 か ら の ２ 回 、 子 ど も 先 着 ２ ０ ０ 人 に ミ ニ カ ー プ レ ゼ ン ト も 。
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牛 尾 さ ん と 片 山 さ ん の 作 品 で 空 間 構 成

１ ５ 日

能 作 千 春 さ ん

　
セ ミ ナ ー 「 つ な ぐ 〜 １

０ ０ 年 企 業 『 能 作 』 ５ 代目 社 長 の 葛 藤 と 挑 戦 ！ 」が 、

1 5日  （ 火 ）  午 後 ２ 時 か

ら ４ 時 ま で 開 か れ る 。 会場 は 山 口 グ ラ ン ド ホ テ ル
（ 山 口 市 小 郡 黄 金 町 １ ）

で 、 聴 講 は 無 料 。 定 員 は先 着 １ ０ ０ 人 だ 。　
講 師 を 務 め る の は 、 富

山 県 高 岡 市 の 鋳 物 メ ー カ

ー ・ 能 作 の ５ 代 目 社 長 、能 作 千 春 さ ん 。 彼 女 は 、１ ９ ８ ６ 年 富 山 県 生 ま れで 、 神 戸 学 院 大 卒 。 ２ ００ ８ 年 か ら 神 戸 市 内 の アパ レ ル 関 連 会 社 で 通 販 誌の 編 集 に 携 わ り 、

1 1年 に

家 業 で あ る 能 作 に 入 社 。
1 8年 に 専 務 取 締 役 、

2 3年

に 代 表 取 締 役 社 長 に 就 任し た 。 著 書 に 「 つ な ぐ １０ ０ 年 企 業 ５ 代 目 社 長 の葛 藤 と 挑 戦 」  （ 幻 冬 舎 ）が あ る 。　
能 作 は １ ９ １ ６ 年 の 創

業 。 か つ て は 仏 具 等 の 下請 け 製 造 が 主 だ っ た が 、 を 取 り 上 げ る 「 ご 近 所 の作 家 展 」 の 「 第 ３ 弾 」  。昨 年 ８ 月 の 「 第 １ 弾 」 では 彫 金 作 家 ・ 佐 伯 和 章 さん （ Ｋ Ｏ

　
Ｓ Ｉ Ｌ Ｖ Ｅ Ｒ

代 表 ） と フ ァ ッ シ ョ ン デザ イ ナ ー で 着 物 リ メ ー クデ ザ イ ナ ー の 片 山 涼 子 さん （ ア ト リ エ ａ ． ｐ ． ｒ代 表 ）  、 翌 ９ 月 の 「 第 ２弾 」 で は 片 山 さ ん と 竹 工芸 作 家 ・ 調 喜 美 子 さ ん にス ポ ッ ト を 当 て た 。 今 回は 、 片 山 さ ん と 画 家 ・ 牛尾 篤 さ ん に よ る ２ 人 展だ 。　
牛 尾 さ ん は 、 １ ９ ５ ８

年 島 根 県 生 ま れ 。

8 4年 に

多 摩 美 術 大 油 絵 科 を 卒 業後 、 オ ー ス ト リ ア の 国 立ウ ィ ー ン 応 用 美 術 大 学 で学 ん だ 。

8 8年 の 帰 国 後

は 、 全 国 各 地 で の 展 覧 会に 加 え 、 装 丁 、 挿 絵 、 イラ ス ト な ど の 仕 事 も 多数 。 ２ ０ １ １ 年 に 拠 点 を東 京 か ら 山 口 に 移 し 、 作品 制 作 を 続 け な が ら 焼 き菓 子 店 「 Ｙ Ａ Ｏ Ｚ Ｅ （ やを ぜ ）  」 の 経 営 に も 関 わっ て い る 。

2 1年 に は 、 岡

本 太 郎 現 代 芸 術 賞 特 別 賞を 受 賞 し た 。　
会 場 は 、 洋 画 で 「 和 」

を 描 く 牛 尾 さ ん の 絵 画

1 1

点 と 、 和 服 を リ メ ー ク し

ル の 「 西 の 京 ジ ャ ポ ニ ズム 展 」 に は 、

1 9世 紀 後 半

に ヨ ー ロ ッ パ で 流 行 し たジ ャ ポ ニ ス ム （ 日 本 趣味 ） を 、  「 西 の 京 と い われ る 山 口 の 地 で リ メ ー クし 、 多 く の 人 に 楽 し ん でほ し い 」 と の 思 い が 込 めら れ て い る 。 観 覧 は 無 料で 、 時 間 は 午 前 ９ 時 か ら午 後 ５ 時 ま で 。　
ま た 、 牛 尾 さ ん に よ る

ワ ー ク シ ョ ッ プ 「 画 家 と楽 し み 絵 を 学 ぶ 」 も 、

1 2

日  （ 土 ）  午 前

1 0時 か ら 正 午

ま で 開 か れ る 。 視 点 を 変え た 描 き 方 で 絵 を 学 ぶ 内容 で 、 老 若 男 女 問 わ ず 親子 で も 参 加 で き る 。 参 加費 は １ ０ ０ ０ 円 で 、 Ｙ ＡＯ Ｚ Ｅ の 焼 き 菓 子 を 食 べな が ら 自 分 の 作 品 を 振 り返 る 時 間 も 設 け ら れ る 。定 員 は

1 0人 。 申 し 込 み ・

問 い 合 わ せ は 同 施 設 （

☎

０ ８ ３
－

９ ２ ８

－

３ ３ ３

３ ） へ 。

　
さ ら に 同 施 設 で は 、

「 Ｄ Ｉ Ｙ 入 門 講 座 」 の 受
講 者 も 募 集 中 。 工 作 初 心者 が 対 象 で 、 道 具 の 使 い方 な ど 基 本 を 学 ん だ 後 、木 製 の 「 ダ ス ト ボ ッ ク スラ ッ ク 」 を 製 作 す る 。

2 6

日  （ 土 ）  と

2 7日  （ 日 ）  の ２ 日

間 コ ー ス で 、 時 間 は 両 日と も 午 前 ９ 時 半 か ら 午 後４ 時 ま で 。 講 師 を 務 め るの は 木 工 研 究 家 の 高 木 範男 さ ん で 、 受 講 料 は ８ ５０ ０ 円 。 定 員 は ８ 人 で 、申 し 込 み 締 め 切 り は

1 1日

（ 金 ）  だ 。

２ ０ ０ ２ 年 に 就 任 し た ４代 目 社 長 の 能 作 克 治 氏
（ 現 会 長 ） が 「 ス ズ １ ０

０ ％ 」 の テ ー ブ ル ウ ェ ア
「 Ｋ Ａ Ｇ Ｏ 」 を 生 み 出 す

な ど 変 革 を 起 こ し 、  「 カン ブ リ ア 宮 殿 」 等 数 々 のテ レ ビ 番 組 で 紹 介 。 約

2 0

年 間 で 、 売 り 上 げ を １ ・３ 億 円 か ら

1 8億 円 に ま で

拡 大 さ せ た 。 一 方 、 娘 の千 春 氏 は 、 伝 統 産 業 と 異業 種 を つ な い だ 産 業 観 光事 業 や 、  「 錫 婚 式 」 ブ ライ ダ ル 等 の 新 規 事 業 を いく つ も 立 ち 上 げ 。  「 も のづ く り 」 の 枠 に と ど ま ら

な い そ の 活 動 ぶ り は 、
「 ガ イ ア の 夜 明 け 」 で も

紹 介 さ れ た 。 本 セ ミ ナ ーで は 、 自 身 の 経 験 に よ る事 業 承 継 時 の 準 備 や 、 後継 者 が 持 つ べ き 心 構 え など に つ い て 話 さ れ る 。　
聴 講 希 望 者 は 、 主 催 す

る 山 口 商 工 会 議 所 広 域 ビジ ネ ス サ ポ ー ト セ ン タ ー
（
☎
０ ８ ３

－

９ ７ ２

－

０

０ ７ ５ 、

０ ８ ３

－

９ ７

３

－

２ ７ ８ ９ ） へ 、 事 業

所 名 、 業 種 、 受 講 者 氏名 、 住 所 、 Ｔ Ｅ Ｌ 、 Ｆ ＡＸ を 、 フ ァ ク ス も し く は申 し 込 み フ ォ ー ム （ Ｑ Ｒ

て 洋 服に 仕 立て る 片山 さ んの 作 品７ 点 によ っ て演 出 。タ イ ト

　
山 口 ふ る さ と 伝 承 総 合

セ ン タ ー （ 山 口 市 下 竪 小路 ） で 、  「 西 の 京 ジ ャ ポニ ズ ム 展 」 が 開 か れ て いる 。 会 期 は

1 4日 （ 月 ・

祝 ） ま で 。　
山 口 の 伝 統 や も の づ く

り を 月 替 わ り で 紹 介 し てい る 「 マ ン ス リ ー 企 画 」の ９ 月 の 展 示 で 、 同 施 設の 〝 ご 近 所 〞 で も の づ くり に 取 り 組 ん で い る 作 家

～

1 4日

牛  尾 さ ん と 片  山 さ ん  の ２ 人  展
「 西 の 京 ジ ャ ポ ニ ズ ム 展 」

出

 会

 い

出

 会

 い
次 回 は 1 0 月 9 日 掲 載

︻ 藍 染 古 布 他 販 売

1 0月 ５

日  ︵ 土 ︶  ︼

８ 時 〜

1 1時 雨 天

中 止 。 山 口 市 後 河 原 一 四三 古 道 具 屋 は ら だ

０ ９

０ ２ ０ ０ ４ ３ ４ ２ ９︻ 柴 仔 犬 誕 生 雄 血 統 書 付注 射 済 ︼

1 0万

０ ９ ０ ５

６ ９ ８ １ ７ ２ ６ 粟 屋 令 ６山 健 第 ２ ８ ３ の ４ 号 販 売︻ パ ー ト ナ ー 募 集 ︼

当 方

市 内 在 住 の 後 期 高 齢 者 男性 。 一 緒 に 人 生 を 楽 し める 明 る い 方 を 探 し て い ます 。

０ ９ ０

－

８ ７ １ ８

－ ３ ３ ４ １

　
Ｈ ・ Ｓ

「 カ  ン  ブ リ  ア 宮 殿 」  「 ガ イ  ア  の 夜 明 け 」  紹 介 企 業 の 事 業 承 継 は  ？
「 能 作 」  ５ 代 目 社 長  ・  能 作 千 春 さ ん が 講 演

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

コ ー ド から ） で 伝え る 。

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼ ４ 日  ︵ 金 ︶  ~ ６ 日︵ 日 ︶  :

秋 の 特 選 会

︻ 美 術

ギ ャ ラ リ ー ︼ ~ ７ 日
︵ 月 ︶  :

キ ャ ッ ホ 〜 山 口 に

新 作 が や っ て 来 た

　
水 森

亜 土 の カ ワ イ イ 世 界 展

　 　

大 森

　
鑑 能

動 物 担 当 学 芸 員
ラ イ ） と 呼 ば れ 、 ま る で 放射 状 に 幹 線 道 路 が 伸 び る パリ の 街 並 み の 地 図 に も 見 えま す ね 。　

実 は こ の チ ョ ウ は 、 地 球
温 暖 化 に よ り 分 布 を 広 げ てい ま す 。 も と も と 南 方 系 のチ ョ ウ で あ り 、 分 布 の 北 限

　
こ の き れ い な 翅

は ね

を 持 つ チ

ョ ウ は 、 イ シ ガ ケ チ ョ ウ とい い ま す 。 み な さ ん は 、 この 翅 の 模 様 は 何 に 見 え ま すか ？

　
そ の 名 の と お り 、 石

を 積 み 上 げ た 石 垣 （ 石 崖 ）模 様 が 由 来 に な っ て い ま すが 、 私 に は ス テ ン ド グ ラ スに も 見 え ま し た 。 あ み だ くじ が で き そ う な 柄 だ な と 思わ れ た 方 も い る で し ょ う 。英 語 で は Ｍ ａ ｐ

　
Ｂ ｕ ｔ ｔ

ｅ ｒ ｆ ｌ ｙ （ マ ッ プ バ タ フ 生 き 物 紹 介  「 イ シ ガ ケ チ  ョ  ウ 」

2 5 8

は 南 九 州 で し た 。 山 口 県 では か つ て 珍 蝶 と さ れ て い まし た が 、 今 で は す っ か り 一般 的 な 種 に な っ て し ま い まし た 。 林 縁 部 の 公 園 な ど で見 る こ と が で き ま す 。 幼 虫の 食 草 で あ る イ ヌ ビ ワ の 木も 、 県 内 の 様 々 な 地 域 で 見か け ま す 。 地 球 温 暖 化 は 既に 様 々 な 生 き 物 た ち に 影 響を 及 ぼ し て い ま す 。県 立 山 口 博 物 館

吸  水  す る イ シ ガ  ケ  チ ョ ウ

 １ 行 記 事　 １ ０ 月 中 に 「 や ま ぐ ち 健 幸 ア プ リ 」 上 で １ 日 ８ ０ ０ ０ 歩 以 上 を １ ０ 日 以 上 達 成 す れ ば 、 大 塚 製 薬 の 「 ソ イ ジ ョ イ 」 １ 本 が 、 抽 選 で １ ０ ０ ０ 人 に 当 た る 。



2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） １ ０ 月 ２ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口
Ｑ . 糖 を 下 げ る た め に 運動 を す る な ら 、 ど の 時 間帯 が 効 果 的 で す か ？Ａ .

中 ～ 高 強 度 の 身 体 活

動 （ Ｍ Ｖ Ｐ Ａ ） は 血 糖 の改 善 に 有 用 で す が 、 行 う時 間 帯 と 血 糖 コ ン ト ロ ール と の 関 連 に は 不 明 な 点が 多 く 、 定 ま っ た 見 解 はあ り ま せ ん で し た 。 し かし 、 今 年 ６ 月 に 、 グ ラ ナダ 大 学 （ ス ペ イ ン ） の 三軸 加 速 度 計 と 連 続 血 糖 測定 を 用 い て 、 身 体 活 動 と血 糖 変 動 を 評 価 し た 観 察研 究 が 、 Ｏ ｂ ｅ ｓ ｉ ｔ ｙ誌 に 掲 載 さ れ ま し た 。　
Ｍ Ｖ Ｐ Ａ が 行 わ れ た 時

間 全 体 の

5 0％ 以 上 が ６ ～

1 2時 を 「 午 前 」  、 同 様 に1 2～

1 8時 を 「 午 後 」  、

1 8

～

2 4時 を 「 夜 間 」  、 活 動

記 録 が な い 場 合 は 「 非 活動 的 」 と 定 義 し 血 糖 と の関 連 を 解 析 し て い ま す 。こ れ に よ れ ば 、 夜 間 に 行っ た 日 は 非 活 動 的 な 日 より も

2 4時 間 全 て の 平 均 血

糖 値 が 低 い の で す が 、 午後 に 行 っ た 日 は 昼 間 が 、午 前 に 行 っ た 日 は 全 て の時 間 で 血 糖 が 非 活 動 的 だっ た 日 と 変 わ り ま せ ん 。　
血 糖 コ ン ト ロ ー ル だ け

を 考 え る と 夜 間 の 運 動 が効 率 良 さ そ う で す が 、 時間 が 自 由 に な ら な い 場合 、 運 動 後 に 食 べ 過 ぎ なけ れ ば 、 い つ で も い い と思 い ま す 。

清 水

 秀 樹

 院 長

清 水 内 科 医 院Ｔ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ２ ５

－

２ ２ ８ ８

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


